
小児・思春期
13歳以上

小児・思春期の手術適応と手術法

減量・代謝改善手術のための包括
的な肥満症治療ガイドライン2024
に準ずる

小児・思春期の高度肥満症に対する術式は、

スリーブとスリーブ（バイパス術を伴うもの）が

保険診療として行えます。

またOAGBという手術は、以下に該当する方には

自費診療で行うことを検討中です。

⚫ 胃癌のリスクが低い方（胃癌の家系ではない、

胃潰瘍がない、ピロリ菌が陰性など）

⚫ 胃を切って取り出されるのに抵抗が強い

⚫ 将来の栄養障害が不安で、問題がある場合には

元に戻してほしい

もご参照ください術式を詳しく知るHP上の
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